
研究ノートの役割は記録だけではない！
研究ノートは、実験の記録だけではありません。自分たちの研究を発展させるための重要なアイテムにな

ります。では、具体的にどんなことか書いていきましょう。
１．迷子にならないための研究地図
研究は、ダンジョンの複雑な迷路のように感じられることがあります。ダンジョン攻略には地図を書く必

要があります。研究ノートは、どこから来て、どこへ向かっているのかを示す地図となります。
【記録の蓄積】アイデアが生まれた瞬間、参考にした文献、実験の手順や結果、考察などを時系列に記録す

ることで、「あれ、この時何を考えていたんだっけ？」という事態を防ぎます。後から振り
返って、研究の道筋を明確に辿れるようになります。

【思考の整理】頭の中でぼんやりしていた考えも、文章にしたり、図として書き出すことで、自分の頭の中
で整理され、新たな発見につながることがあります。「書く」という行為は、「考える」を深
めるための重要なステップなです。

２．失敗を宝に変える魔法の杖
研究には、必ずと言っていいほど失敗がつきものです。しかし、研究ノートがあれば、その失敗を無駄に

しません。
【原因の究明】実験がうまくいかなかった時、ノートに詳細な記録があれば、どこに問題があったのか、原

因を特定しやすくなります。「あの時、〇〇の操作を間違えたかもしれない」「△△という条
件が影響したのかも」といった仮説を立て、次の改善策に繋げられます。

【学びの深化】成功だけでなく、失敗から得られる学びは非常に大きいです。なぜ失敗したのかを分析し、
ノートに記録することで、同じ過ちを繰り返すことを防ぎ、研究をより深いレベルへと導き
ます。だから「失敗」という言葉を日頃から使わないようにしましょう。

３．自分の言葉で語るための 基礎・基盤
研究の成果を発表する際、最も大切なのは「自分の言葉で語る」ことです。研究ノートは、そのための強

固な基礎となります。
【理解の深化】他の文献や情報をただ鵜呑みにするのではなく、自分の研究を通して得られたデータや考察

をノートに記録することで、内容を深く理解することができます。
【発表の自信】自分の言葉で研究の過程や成果を説明できるようになるため、発表の場で自信を持って臨む

ことができます。質疑応答にも、ノートに基づいた的確な回答ができるでしょう。
４．未来の自分へのメッセージ
研究は、長く継続して初めて成果が得られます。しかし、時間が経つと、最初の熱意や細かな記憶が薄れ

てしまうこともあります。
【モチベーションの維持】研究の初期の熱意や目標をノートに書き留めておくことで、壁にぶつかった時や

モチベーションが低下した時に、原点に立ち返ることができます。「なぜこの研究を始めた
のか」「どんなことを明らかにしたいのか」といった基礎・基盤を思い出すことができるで
しょう。

【研究の継続】研究が長期にわたる場合、過去の自分の記録は、未来の自分にとって貴重な情報源となりま
す。中断していた研究を再開する際にも、スムーズに状況を把握し、研究を初期化（研究を
始めた当初の動機やアイデアを思い出す）することができます。

このように、研究ノートは単なる記録帳ではなく、研究を進める上で
不可欠なツールです。丁寧に記録することで、皆さんの課題研究がより
実り多いものになるはずです。頑張ってください！

※補足「電子データの扱い方」
電子データ（表計算やワープロ、画像、音声など）を何も考えずに保

存すると、何のデータ化全くわからなくなったり、どのに保存したかわ
からなくなります。ファイル名や保存するフォルダ名を工夫してくださ
い。研究ノートにデータの一覧（ファイル名、保存フォルダ名、データ
の内容など）を書いておくと良いでしょう。また、必ずバックアップを
してください。2 週間かけて書いた論文のデータを消してしまった生徒
を知っています。
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